
一枝スタンダード 
～ 学力向上プラン ～ 

一枝小学校では，学力を向上させていくための取組とし
て以下の４つを基本の柱に据えながら推進している。 

 

 １．主題研究の推進 

２．授業改善シートを活用した取組 

３．補充学習の徹底 

４．家庭学習の取組の向上 

5. 学習規律の明文化 

 

 



１．主題研究の推進 

研究テーマ 

「基礎・基本の確実な定着を図る算数科授業づくり」 

～児童がともに高め合い，学ぶ楽しさを味わう学習をめざして～ 
  

 本年度の主題研究の推進では，学力のもととなる基礎・基本の確実な定着
を図っていくために，話合い活動を充実させる。 

 

○ 基礎・基本の確実な定着のための板書計画・ノート指導 

   平成２９年度の取組から 

  

 

 



Ⅰ １年の実践 
・ 話す力を高めるための話合いを 
  重視した学習過程の工夫 
・ 話合いの活動のための 
  書く活動の充実 
・ 減減法や減加法からペアやグループで考えを伝え合い，   
  より簡単でより速く正確な処理方法を集団での話合い 
  活動で見いだしていく事例 
 
 



Ⅱ ２年の実践 
・ 児童自らが考え，学び合うことが 
  できるような学習形態と発問の 
  工夫 
   
   
 乗法と加法を組み合わせた問題場面を 

個人思考・ペア思考・集団思考で解きやすい方法を見い
だしていく事例 
 
 



  算数ノートかきかたシート 



２．授業改善シートを活用した取組 

北九州スタンダード「わかる授業づくり５つのポイント」を 

一枝スタンダードに位置付ける 

ア 「学び合いの基盤」 

イ 板書には，必ず「めあて」，「まとめ」と「振り返り」 

ウ 子どもの思考を深める「発問」の工夫 

エ １単位時間の中に「話し合う活動」と「書く活動」 

オ 「まとめ」と「振り返り」  終わりの５分の確保 

 

○ 全国学調，北九学調，ＣＲＴ等の分析と実態の共有 

○ 学力向上に向けた授業改善 （教務主任による算数科 ６月５日） 

 



３．補充学習の徹底 

 

○ 学力補充の時間の確保 

 ・ 朝の帯どり（一枝タイム）と昼の帯どり 

  ～学年，学級の児童の実態に即した課題から内容を設定～ 

○ 学力定着シートの活用 

 ・ 北九州市学力定着サポートシステムから基礎・基本定着問   

  題集，診断問題の実施 

 ・ 学習のきろくを集計結果に反映させた自己分析データの 

  活用 



４．家庭学習の取組の向上 

○ 学習時間の習慣化 

  （１０分×学年＋１０分） 

 ・ 「一枝小学校家庭学習 

  の約束」が守られるように， 

  連絡帳や通信等で，適宜 

  保護者に伝える。 

○ 補充を取り入れた 

 「自学ノート」の活用 

 



５．学習規律の明文化 

○ 学習道具の共通化 

 ・ 筆箱の中の文房具を当たり前にそろえる。 

 （鉛筆５本・赤鉛筆１本・青鉛筆１本・消しゴム１個・ミニ定規１枚） 

 ・ シャープペンシル，ボールペン，蛍光ペン，鉛筆削り器等は    

  持ってこない。 

 ・ 下じきを使う。 

 ・ 机上は筆箱を前方，教科書・ノートを左右に配置して整える。 

○ 学習態度の適正化 

 ・ 鉛筆は家で必ず削る。（学習中は削らない） 

 ・ 学習中は着席する。（私語はしない） 

 ・ 話（発言）は相手の目を見て最後まで聞く。 

 


